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井
上
ひ
さ
子
議
員
は
九
月
二
十
八
日
、
日
本
共
産
党
市
議
団
を
代
表
し
て
、
本
会
議
で
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

�
自
民
・
公
明
の
与
党
税
調
や
政
府
税
調
の
増
税

計
画
に
つ
い
て
市
民
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
、

は
っ
き
り
と
反
対
を
表
明
す
べ
き
。

�
憲
法
改
定
反
対
の
意
思
を
明
ら
か
に
。

�
教
育
基
本
法
の
改
定
に
反
対
す
べ
き
、
現
行
法

に
対
す
る
評
価
を
。

（
答
弁
）
�
定
率
減
税
廃
止
・
各
種
控
除
見
直
し

・
消
費
税
は
、
国
政
の
場
で
議
論
さ
れ
る
べ
き
。

�
憲
法
第
九
条
は
、
わ
が
国
が
世
界
に
誇
る
べ
き

財
産
。
そ
の
精
神
は
世
代
を
越
え
て
受
け
継
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
世
界
が
武
力
へ

の
傾
斜
を
強
め
て
い
る
状
況
の
中
で
、
ま
す
ま

す
そ
の
存
在
感
を
増
し
て
い
く
。

�
日
本
国
憲
法
と
と
も
に
あ
る
教
育
基
本
法
の
理

念
は
尊
重
す
べ
き
。

昨
年
度
の
決
算
に
つ
い
て

�
昨
年
度
、
市
営
住
宅
の
新
設
は
わ
ず
か
二
四

戸
、
借
り
上
げ
を
含
め
て
も
二
〇
六
戸
の
み
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
設
は
一
箇
所
八
〇

人
分
の
み
。
保
育
所
の
新
設
は
、
五
ヶ
所
の
無

認
可
保
育
所
を
認
可
に
移
行
さ
せ
た
だ
け
。
市

民
が
求
め
て
い
る
身
近
な
公
共
事
業
は
極
め
て

貧
弱
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の
一
方

で
、
総
額
二
〇
〇
億
円
の
駅
前
通
地
下
通
路
の

予
備
設
計
費
一
億
四
九
一
〇
万
円
を
執
行
し
て

い
る
。
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
、
今
後
は
市

民
生
活
に
密
着
し
た
公
共
事
業
に
力
を
入
れ
て

い
く
の
か
。

（
答
弁
）
�
こ
れ
ま
で
も
十
分
配
慮
し
て
き
た
。

今
後
と
も
、
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
必
要
な

公
共
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策

�
琴
似
の
Ａ
社
は
、
一
九
九
六
年
ま
で
ア
ス
ベ
ス

ト
を
含
有
し
た
製
品
を
製
造
・
販
売
を
し
て
い

た
。
粉
塵
曝
露
を
受
け
た
可
能
性
の
あ
る
住
民

の
健
康
診
断
と
精
密
検
診
な
ど
を
実
施
す
べ

き
。

�
工
場
の
解
体
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
厳
密
な
指

導
・
監
督
が
必
要
で
は
な
い
か
。

�
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
施
設
で
は
、
早
急

に
ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
工
事
を
具
体
化
す
べ
き
。

（
答
弁
）
�
国
の
対
策
を
見
据
え
な
が
ら
検
討
。

�
万
全
の
体
制
で
監
督
す
る
。

�
施
設
の
耐
用
年
数
、
使
用
頻
度
な
ど
か
ら
、
優

先
順
位
を
つ
け
、
財
政
状
況
も
勘
案
し
て
計
画

的
に
、
除
去
工
事
を
実
施
す
る
。

地
震
対
策

�
す
べ
て
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
対
象
に
、地
震
時

に
閉
じ
込
め
が
起
き
な
い
の
か
、総
点
検
を
行

な
う
べ
き
。イ
ン
タ
ー
ホ
ン
と
非
常
呼
び
出
し

ボ
タ
ン
の
回
線
増
加
を
行
な
う
べ
き
。

�
築
四
〇
年
以
上
の
学
校
の
改
築
の
計
画
は
。
Ｉ

ｓ
値
〇
・
三
未
満
の
学
校
は
、
い
つ
ま
で
に
耐

震
補
強
工
事
を
行
う
の
か
。

�
消
防
署
や
体
育
館
な
ど
の
耐
震
補
強
工
事
に
つ
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い
て
の
考
え
方
は
。
耐
震
化
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
策
定
す
べ
き
。

（
答
弁
）
�
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
地
震
時
の

危
機
管
理
対
策
を
検
討
し
た
い
。

�
学
校
は
防
災
拠
点
で
も
あ
り
、
耐
震
化
は
喫
緊

の
課
題
。
築
四
〇
年
以
上
の
学
校
は
建
替
え
か

耐
震
補
強
で
対
応
。
耐
震
補
強
に
つ
い
て
は
事

業
量
の
確
保
に
努
め
た
い
。

�
順
次
、
耐
震
診
断
を
し
、
災
害
時
の
拠
点
施
設
な

ど
の
重
要
施
設
を
中
心
に
耐
震
補
強
を
実
施
。

灯
油
の
問
題

�
在
庫
を
確
保
し
安
定
供
給
の
見
通
し
を
も
ち
、

元
売
り
に
万
全
の
対
策
を
求
め
る
べ
き
。

�
買
占
め
、
売
り
お
し
み
、
便
乗
値
上
げ
対
策
と
し

て
一
層
監
視
に
努
め
、
指
導
・
勧
告
す
べ
き
。

�
低
所
得
者
・
障
が
い
者
等
を
対
象
に
福
祉
灯
油

制
度
を
実
施
す
べ
き
。

（
答
弁
）
�
在
庫
量
は
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
は
な

い
。
北
海
道
灯
油
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
問
題
懇
談
会

で
協
議
す
る
な
ど
、
価
格
の
安
定
に
努
力
す
る
。

�
小
売
価
格
調
査
の
回
数
を
増
や
す
な
ど
、
監
視

の
強
化
に
つ
と
め
、
消
費
者
へ
の
価
格
情
報
を

速
や
か
に
提
供
す
る
。

�
制
度
の
創
設
は
困
難
。

家
庭
ご
み
問
題

�
市
長
の
考
え
方
は
、
先
に
有
料
化
あ
り
き
で
は

な
い
の
か
。
審
議
会
に
有
料
化
検
討
部
会
を
設

置
し
た
こ
と
は
拙
速
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

�
生
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
の
今
後
の
実
施
計
画
。

�
集
団
資
源
回
収
の
団
体
へ
の
助
成
金
を
増
や
し

て
古
紙
の
資
源
化
を
さ
ら
に
進
め
る
べ
き
。

（
答
弁
）
�
基
本
的
に
有
料
化
が
ご
み
減
量
に
有

効
か
ど
う
か
と
い
う
視
点
で
検
討
す
べ
き
だ

が
、
社
会
経
済
状
況
な
ど
様
々
な
観
点
か
ら
市

民
論
議
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。
審
議
会
の
今

後
の
行
方
を
見
守
り
た
い
。

�
事
業
を
さ
ら
に
拡
大
し
て
、
生
ご
み
減
量
対
策

を
展
開
し
た
い
。

�
奨
励
金
の
額
は
妥
当
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

教
育
の
課
題

�
幼
児
教
育
振
興
計
画
に
、
一
七
の
市
立
幼
稚
園

を
十
園
に
縮
小
・
廃
止
す
る
幼
稚
園
リ
ス
ト
ラ

計
画
が
あ
る
。
札
幌
市
立
幼
稚
園
を
七
箇
所
も

つ
ぶ
す
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
人
員
を
何
人
削

減
し
、
経
費
を
い
く
ら
減
ら
す
つ
も
り
か
。

�
民
間
幼
稚
園
へ
の
補
助
金
の
削
減
は
、
幼
稚
園

経
営
に
影
響
を
与
え
、
教
育
条
件
や
教
育
内
容

の
悪
化
、
保
育
料
の
引
き
上
げ
等
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
。

�
期
限
つ
き
教
員
が
多
く
、
本
市
全
体
の
教
育
力

を
低
下
さ
せ
、
教
育
現
場
と
期
限
付
教
員
本
人

に
も
、
多
大
な
困
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
本

採
用
を
増
や
す
べ
き
。

（
答
弁
）
�
市
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
、
地
域
バ
ラ

ン
ス
、
各
区
の
子
育
て
支
援
事
業
と
の
連
携
、

そ
の
役
割
を
担
う
う
え
で
必
要
最
小
限
の
規
模

と
い
う
観
点
で
、
各
区
一
園
を
打
ち
出
し
た
。

�
財
政
状
況
か
ら
、
補
助
制
度
を
改
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

�
期
限
付
き
教
員
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校

運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
、
今
後
改
善
す

正規・期限付別の年代別教員数（平成１６年度）
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る
必
要
が
あ
る
。
来
年
度
以
降
、
正
規
教
員
の

採
用
を
増
や
し
、
期
限
付
き
教
員
の
減
少
に
む

け
て
可
能
な
限
り
取
り
組
む
。

敬
老
優
待
乗
車
証
交
付
事
業

�
敬
老
パ
ス
制
度
は
、
利
用
上
限
額
の
設
定
と
自

己
負
担
の
導
入
と
い
う
二
重
の
改
悪
が
な
さ

れ
、
高
齢
者
か
ら
不
安
と
不
満
が
噴
出
。
カ
ー

ド
が
足
り
な
い
た
め
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
行
事
に

は
参
加
し
な
い
、
今
ま
で
行
っ
て
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
回
数
を
減
ら
し
た
な
ど
、
高
齢
者
の

外
出
抑
制
に
つ
な
が
り
、
介
護
予
防
と
は
逆
行

す
る
事
態
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
実
態
を
把
握

し
て
い
る
の
か
。
制
度
を
あ
ら
た
め
て
、検
証
、

見
直
す
べ
き
。

�
当
面
の
改
善
策
と
し
て
、
四
万
円
以
下
の
購
入

者
に
対
し
て
、
春
に
買
っ
た
分
と
あ
わ
せ
て
、

五
万
円
分
ま
で
の
追
加
購
入
を
認
め
る
こ
と

は
、
バ
ス
事
業
者
と
交
渉
し
な
く
て
も
、
市
長

の
決
断
で
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
す
ぐ
に
実
行

す
べ
き
。
住
民
参
加
の
も
と
で
敬
老
パ
ス
の
実

態
と
あ
り
方
検
討
委
員
会
を
設
置
す
べ
き
。

（
答
弁
）
�
�
高
齢
者
の
方
々
の
外
出
支
援
の
役

割
を
果
た
し
て
お
り
、
大
方
の
市
民
の
理
解
は

得
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
現
行
制
度
の

も
と
で
、
少
な
く
と
も
一
年
間
は
利
用
実
態
の

把
握
に
努
め
た
い
。

国
保
問
題

�
国
保
加
入
者
の
急
速
な
所
得
の
低
下
と
生
活
実

態
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の

か
。
各
区
一
〇
〇
世
帯
程
度
を
抽
出
し
て
、
具

体
的
に
実
態
を
調
査
す
べ
き
。

�
よ
り
所
得
の
低
い
世
帯
に
保
険
料
の
値
上
げ
を

行
う
こ
と
に
な
る
賦
課
方
式
の
変
更
は
や
め
る

べ
き
。

�
国
保
の
保
険
証
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
資
格
証
明

書
が
発
行
さ
れ
て
い
る
世
帯
が
一
万
三
五
八
六

世
帯
（
九
月
一
日
）。
実
質
的
に
医
療
機
関
で

の
受
診
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
資
格
証
明

書
の
発
行
は
や
め
る
べ
き
。

（
答
弁
）
�
加
入
世
帯
の
所
得
の
低
下
状
況
や
そ

の
負
担
を
考
慮
し
て
、
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入

れ
を
し
て
、
保
険
料
の
軽
減
に
努
め
て
き
た
。

�
六
月
に
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
諮
問
を

し
た
が
、
そ
の
答
申
を
尊
重
し
て
検
討
す
る
。

�
一
年
以
上
の
滞
納
者
に
交
付
し
て
い
る
。
滞
納

者
と
折
衝
の
継
続
を
は
か
り
、
生
活
状
況
や
納

付
資
力
を
把
握
し
た
う
え
、
交
付
の
適
否
を
慎

重
に
判
断
し
た
い
。

介
護
保
険
問
題

�
介
護
予
防
事
業
は
、
拙
速
に
来
年
四
月
に
実
施

せ
ず
、十
分
な
検
討
・
準
備
を
行
う
べ
き
。

�
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制
は
ど
う
な
る

の
か
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
の

修
了
者
は
何
人
い
る
の
か
。

�
要
支
援
一
お
よ
び
二
と
認
定
さ
れ
た
人
は
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る
が
、
お
よ
そ

何
人
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。
地
域
支
援
事
業

は
、
利
用
料
を
徴
収
す
べ
き
で
な
い
。
札
幌
市

独
自
の
事
業
を
考
え
る
べ
き
。

�
減
免
制
度
を
現
在
利
用
し
て
い
る
新
第
三
段
階

な
る
人
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
減
免
制
度
を
適

見通しはどうか

「札幌敬老パスを守る連絡会」が実施したアンケート（今年７月実施）より

敬老カードを使ってみて
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用
さ
せ
る
べ
き
。

�
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
、
待
機
者
解
消
を
目

指
す
の
か
、あ
る
い
は
、ど
の
程
度
減
ら
す
の
か
。

（
答
弁
）
�
来
年
度
か
ら
実
施
し
た
い
。

�
セ
ン
タ
ー
設
置
数
は
、
職
員
確
保
と
財
源
を
検

討
し
た
う
え
で
判
断
す
る
。
研
修
修
了
者
は
四

九
人
。
運
営
協
議
会
は
一
ヶ
所
。

�
国
は
、
現
在
の
要
介
護
一
の
七
～
八
割
の
人
が

新
予
防
給
付
対
象
の
要
支
援
二
に
な
る
と
推

計
。
地
域
支
援
事
業
は
利
用
者
負
担
を
検
討
す

る
。
市
独
自
の
事
業
は
、
閉
じ
こ
も
り
予
防
事

業
や
転
倒
骨
折
予
防
事
業
を
検
討
。

�
介
護
保
険
事
業
計
画
推
進
委
員
会
や
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
を
受
け
て
検
討
す
る
。

�
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
認
知
症
対
応
型
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
な
ど
も
含
め
た
対
応
が
必
要
。特
養

ホ
ー
ム
は
、
入
所
の
必
要
度
の
高
い
方
々
に
対

応
。

市
営
住
宅
の
家
賃
お
よ
び
駐
車
場
料
金
の
見
直
し

�
利
便
性
係
数
の
見
直
し
で
、
七
割
の
世
帯
で
家

賃
の
値
上
げ
が
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
低
所

得
の
入
居
者
の
自
立
生
活
を
破
壊
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
は
な
い
か
。

�
減
免
制
度
の
見
直
し
で
、
事
実
上
八
割
減
免
を

形
骸
化
さ
せ
、
低
所
得
者
へ
の
負
担
増
は
必

至
。
設
定
の
理
由
と
根
拠
は
。
市
の
増
収
を
ど

れ
く
ら
い
見
込
ん
で
い
る
の
か
。
こ
れ
以
上
の

減
免
制
度
の
縮
小
は
行
う
べ
き
で
な
い
。

�
市
営
住
宅
駐
車
場
の
管
理
維
持
経
費
は
赤
字
で

は
な
い
。
料
金
の
値
上
げ
は
撤
回
す
べ
き
。

（
答
弁
）
�
利
便
性
係
数
の
見
直
し
は
必
要
。
係

数
の
設
定
は
、
今
後
検
討
。

�
最
低
限
の
負
担
額
の
見
直
し
は
必
要
。
影
響

は
、
一
二
〇
〇
か
ら
二
五
〇
〇
世
帯
。
一
千
万

か
ら
三
千
万
の
増
収
を
見
込
む
。

�
駐
車
場
使
用
料
は
必
ず
し
も
低
廉
性
が
保
証
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
。
経
費
・
地
代
相
当
額
・

民
間
駐
車
場
料
金
を
勘
案
し
、
利
用
者
の
一
定

程
度
の
負
担
軽
減
に
も
配
慮
す
る
。

Ｄ
Ｖ
対
策

�
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
は
い
つ
か
ら

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
の
か
。

�
相
談
窓
口
は
、
夜
間
及
び
、
土
、
日
、
祝
日
の

体
制
も
整
え
る
べ
き
。

�
市
営
住
宅
の
一
定
の
戸
数
を
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
自

立
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
と
し
て
活
用
す
べ

き
。

（
答
弁
）
�
検
討
し
て
い
る
。

�
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
関
係
機
関
と
協
力

し
、
窓
口
の
充
実
を
は
か
る
。

�
市
営
住
宅
の
一
部
を
ス
テ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
と
し
て

活
用
す
る
。

手
稲
区
の
問
題
に
つ
い
て

�
函
館
本
線
星
置
駅
に
つ
な
が
る
自
由
通
路
に
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
す
べ
き
。

（
答
弁
）
�
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
整
備
に
む
け

て
調
査
す
る
。
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月定例議会
●決算特別委員会

の論戦から

小形かおり
議員（中央区）

民間学童保育助成
対象年齢の拡大を

現在「３年生まで」になっている民間学童保育所への

助成拡大を求めて質問しました。とりわけ４年生の入所

は２８５名とニーズが高く、３年生より２３名少いだけで、「せ

めて４年生まで助成対象学年を拡大し、順次６年生まで

引き上げるべき」と求めました。

市は「空白校区解消が優先」と答えましたが「国の通

達でも市の審議会答申でも、『四年生以上の受け入れを

検討すべき』と出されている」「助成対象学年を引き上げ

て、子育て支援の市の姿勢を積極的に示すべき」と迫り

ました。

小形議員の質問項目
●無料の自転車駐輪場の整備を求める（１０月５日）
●中高層建築物にかかわる諸問題について、バッファゾーンを設
けるなど、日照、景観を守る手だてを講じるべき（１０月１２日）

●子どもの権利条約、こども劇場、学童保育／障がい者の交通費
助成（福祉パスと福祉ガソリン券）の是正について（１０月１４日）

●特別養護老人ホーム「平和の杜」「ふくまつ」などの介護報酬
の不正受給と今後の対応について（１０月１８日）

●札幌ドームでの障がい者の食事・ペットボトルの持込など障が
い者対応の改善について（１０月２０日）

●市電の乗客増対策・ループ化・延伸について（１０月２１日）

10
坂本きょう子
議員（北区）

敬老カードの
改善もとめる

新制度に移行した「敬老カード」について、高齢者か

ら「使い勝手が悪く、改善してほしい」との要望を受け、

決算特別委で「初年度だからこそ、救済措置と利用実態

の把握を行なうべきだ」と求めました。

市は、年度内に利用区間や乗継ぎの状況、利用頻度、

利用目的などについて、「１万人を対象に調査を行なう」

ことをはじめて明らかにしました。

また、副市長からは、「敬老の精神は堅持したい」「調

査の結果から全体状況を把握し、改善する必要が生じれ

ば改善する」旨の答弁がありました。

坂本議員の質問項目
●医療事故公表基準と後発医薬品の利用促進について（１０月４日）
●道路維持管理費の削減と地下通路建設／旧琴似川の整備／外部
監査で指摘されたコンポスト事業の改善について（１０月５日）

●市営住宅の家賃値上げ、減免制度の見直し、駐車場料金の値上
げ問題について（１０月１２日）

●保育園の整備、保育料の値上げ問題／精神科緊急医療センター
の必要性について（１０月１４日）

●敬老カード追加購入など敬老カードの改善について（１０月１８日）
●コミュニティ型建設業の促進について（１０月２０日）
●当別ダムの抜本的見直しについて（１０月２１日）
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月定例議会
●決算特別委員会

の論戦から10
宮川 潤
議員（東区）

学校連絡網に
携帯メール活用を

学校やその周辺に不審者出没などの緊急時に、学校か

ら全保護者に連絡を取る際、留守宅が多く、電話連絡網

が機能しない問題を取り上げました。学校のパソコンか

ら保護者の携帯電話にメール送信すれば、瞬時に正確な

情報を送れます。メールとファックス送信、従来の電話

連絡、文書連絡を併用した連絡体制が必要であると求め

ました。

答弁に立った教育委員会の西村正指導担当部長は「携

帯電話メールを使った連絡網は有効な手段であり、運用

マニュアルをつくりたい」と前向きな姿勢を示しまし

た。

宮川議員の質問項目

●職員定数削減問題、職員の健康問題について（１０月５日）

●藤野及び伏古地区センターのエレベータ設置について（１０

月１２日）

●緊急時の学校から保護者に携帯メール連絡網の整備、教育

委員会から学校への情報提供について（１０月１８日）

●家庭ごみ有料化と地方自治法２２７条について（１０月２０日）

飯坂 宗子
議員（東区）

市立幼稚園縮小
計画は再検討を

現在１７園ある市立幼稚園を１０園（各区１園）に縮小す

る「幼児教育振興計画」素案の再検討をもとめました。

市立幼稚園の教育の質の高さは、教員集団のレベルの

高さと障がい児加配などの教員配置によるものであり、

市立の実践、研究を私立にも広げていくことが重要であ

ることを強調し、「公立幼稚園は約半分に減らし、私立

幼稚園の補助金を大幅に削減するやり方は、幼稚園教育

の充実を願う市民意見に逆行するもの」と追及しまし

た。

また、市民ニーズの高い３歳児保育（現在、３園実施）

の拡充をもとめました。

飯坂議員の質問項目

●区民センター、地区センター等の使用料減免制度廃止計画

の問題点と減免継続について（１０月１２日）

●市立幼稚園縮小計画の再検討と３歳児保育の拡充について

（１０月１８日）
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月定例議会
●決算特別委員会

の論戦から

熊谷 憲一
議員（西区）

不急の公共事業を
凍結、先送りせよ

札幌市の経常収支比率は１５年前６７．７％でしたが、２００４

年度には９６．７％と２９％も上昇し、市が自由に使える一般

財源がきわめてひっ迫する危機的状況にあります。その

原因が、人件費の２％や生活保護費などの扶助費の５．７％

に比べ、１４．７％とケタちがいの増大を示している公債費

（借金返済額）にあると指摘、“ここにメスを入れるべ

き”として、総額２００億円超える駅前通地下通路や１２０億

円超える創成川連続アンダーパス化の二つの事業を凍

結、先送りすべきと追及しました。

熊谷議員の質問項目

●三位一体改革と財政問題について（１０月４日）

●リフォーム詐欺について（１０月１２日）

●都心交通問題、路面電車について（１０月１４日）

●老朽校舎の早期改築と耐震対策について（１０月１８日）

●アスベスト対策について（１０月２０日）

10
井上ひさ子
議員（手稲区）

市住家賃・駐車場料金
値上げは撤回を

市が示した市営住宅の家賃と駐車場料金の値上げ案

は、７割の入居者が家賃の値上げとなり、駐車場料金（現

行一率、３，０９０円）は、最高５，５００円までの４区分にする

もので、家賃減免制度の見直しも含め３億円の増収を図

るものです。

この問題で、駐車料金が「同一団地で、道路の左と右

で１，７００円もの差がでるところもあり、不平等であり、

入居者の理解がえられない」と再検討を求めました。市

は、「固定資産税評価額で差がある。公平だ」と強弁しま

したが、格差のある団地が十六団地もあることが明らか

になりました。

井上議員の質問項目

●決算特別委員会で第２部特別委員長を務めましたので質問

項目はありません。なお、上記の質問は１０月２８日建設委員

会で井上議員が行ったものです。
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小川 勝美
議員（厚別区）

銀行ＯＢの3セクでの
年俸是正を

市の局長職の天下り幹部の年俸は、「市再就職要領」で

副都心開発公社の社長７２０万円、専務６７５万円などと決め

られ、退職金も支払われません。

ところが、政策投資銀行からの常務や常勤監査役には、

この「要領」が適用されず、社長よりも高い年俸を支払

い、退職金も支払われています。この問題で、「社長より

も高いというのはおかしい」「市は筆頭株主として是正を

要求すべき」と追及。

田中賢龍副市長は「個別の額まではむずかしいが、筆

頭株主として許される範囲で指導したい」と答えまし

た。

小川議員の質問項目

●札幌副都心開発公社の天下り問題（１０月１２日）

●児童虐待について、保健師の配置を求める（１０月１４日）

●国保の賦課方式の変更問題について（１０月１８日）

●札幌テクノパークの活性化について

●中央卸売市場の再整備について（１０月２０日）

伊藤りち子
議員（白石区）

灯油高騰に
機敏な対策を

かつてない灯油価格の高騰で、一家庭平均３～４万円

も出費増となること、またボイラーの燃料代だけでも月

１５万円を超える負担増で「もう限界」と訴えているクリ

ーニング業者の例を示し、市に消費生活条例第２３条にも

とづく対処と年末に向けて関係部局を網羅した対策委員

会の設置による機敏な対応を求めました。

市は、「小売価格の調査を月１回から２回に増やし、対

策委員会の設置は必要に応じ検討していく」などと答え

ました。

伊藤議員の質問項目
●ピースメッセンジャーを毎年派遣するなど平和都市宣言の

平和事業について（１０月５日）
●灯油高騰対策について（１０月１２日）
●学校図書館のない学校問題、司書教諭の配置促進（１０月１８

日）
●家庭ごみ有料化問題と審議会の議論の経過について（１０月
２０日）

●消防力整備指針について（１０月２１日）

月定例議会
●決算特別委員会

の論戦から10
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坂
本
き
ょ
う
子
議
員
は
十
月
二
七
日
、
日
本
共
産
党
を
代
表
し
て
、
閉
会
本
会
議
で
し
め
く
く

り
の
討
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

坂
本
き
ょ
う
子
議
員
は
、
議
案
七
件
中
「
議
案

第
一
号
・
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
確
定
の
件
」

「
議
案
第
五
号
・
高
速
電
車
事
業
会
計
決
算
認
定

の
件
」
に
反
対
、
そ
の
他
の
議
案
に
は
賛
成
し
ま

し
た
。

議
案
第
一
号
に
は
、
敬
老
パ
ス
制
度
の
改
悪
と

不
急
の
札
幌
駅
前
通
地
下
通
路
事
業
継
続
が
含
ま

れ
て
い
る
と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

外
出
抑
制
の
敬
老
カ
ー
ド

敬
老
パ
ス
制
度
は
、
七
〇
歳
以
上
の
だ
れ
も
が

無
料
で
利
用
で
き
た
も
の
を
、
四
月
か
ら
、
自
己

負
担
率
１
０
、
１
５
、
２
０
％
の
カ
ー
ド
に
変
え

ら
れ
ま
し
た
。
坂
本
議
員
は
、
新
制
度
準
備
費
三

億
五
千
万
円
な
ど
「
敬
老
パ
ス
改
悪
に
か
か
わ
る

決
算
に
は
反
対
だ
」
と
表
明
し
ま
し
た
。

そ
の
上
で
「
高
齢
者
に
と
っ
て
分
か
り
づ
ら
い

新
制
度
は
、
合
意
と
納
得
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。

改
善
を
求
め
る
声
は
多
い
」
市
は
実
態
調
査
を
約

束
し
ま
し
た
が
、
「
調
査
の
結
果
を
待
つ
ま
で
も

な
く
、
市
長
の
決
断
で
き
る
改
善
は
直
ち
に
行
う

べ
き
だ
」
と
述
べ
ま
し
た
。

地
下
通
路
は
す
で
に
借
金
増
大

札
幌
駅
前
通
り
の
地
下
通
路
は
、
四
六
五
�
に

二
〇
〇
億
円
の
巨
費
を
投
じ
る
事
業
で
す
。
日
本

共
産
党
は
、
市
の
財
政
の
厳
し
い
な
か
、
事
業
の

凍
結
・
先
送
り
を
繰
り
返
し
主
張
し
て
き
ま
し

た
。坂

本
議
員
は
、
道
事
業
の
維
持
管
理
と
借
金
の

返
済
で
毎
年
六
億
円
か
か
る
こ
と
を
指
摘
。「
増

え
続
け
る
公
債
費
が
市
財
政
の
硬
直
化
の
要
因
に

な
っ
て
い
る
。
今
こ
そ
不
急
の
公
共
事
業
は
先
送

り
す
べ
き
だ
」
と
述
べ
、
改
め
て
地
下
通
路
事
業

の
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

安
全
無
視
の
交
通
局
職
員
削
減

交
通
局
に
関
す
る
議
案
第
五
号
は
、
駅
業
務
の

民
間
委
託
の
拡
大
、
地
下
鉄
運
転
の
ワ
ン
マ
ン
化

な
ど
で
人
員
削
減
す
る
計
画
で
す
。
安
全
第
一
で

運
行
す
べ
き
地
下
鉄
を
ワ
ン
マ
ン
化
し
て
、
乗
客

の
安
全
が
守
れ
な
い
と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決

採
決
で
は
、
日
本
共
産
党
以
外
の
自
民
・
公
明

・
民
主
な
ど
の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。「
財

政
が
厳
し
い
」
と
い
い
な
が
ら
市
民
負
担
や
サ
ー

ビ
ス
低
下
を
進
め
、
一
方
で
地
下
通
路
や
創
成
川

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
な
ど
に
巨
費
を
投
じ
る
や
り
方
に

反
対
し
た
の
は
日
本
共
産
党
だ
け
で
し
た
。
市
民

生
活
を
守
る
た
め
、
今
後
も
奮
闘
し
て
い
き
ま

す
。

月定例議会
2005.9.21～10.27
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九
月
二
一
日
か
ら
一
〇
月
二
七
日

ま
で
、
札
幌
市
議
会
第
三
回
定
例
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
の
決

算
認
定
の
件
な
ど
が
主
な
議
案
と
な

り
ま
し
た
。

九
月
二
八
日
、
井
上
ひ
さ
子
議
員

が
一
三
項
目
に
渡
る
代
表
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
決
算
特
別
委
員

会
で
は
、
井
上
ひ
さ
子
委
員
長
（
第

二
部
）
を
除
く
全
員
が
質
問
に
立
ち

ま
し
た
。
以
下
、
市
政
の
重
要
問
題

に
つ
い
て
、
代
表
質
問
と
決
算
特
別

委
員
会
で
の
論
戦
を
中
心
に
述
べ
て

い
き
ま
す
。

敬
老
カ
ー
ド
の
改
善
運
動
を

今
年
四
月
、
敬
老
パ
ス
が
有
料
カ

ー
ド
に
改
悪
さ
れ
ま
し
た
。
新
制
度

開
始
か
ら
わ
ず
か
半
年
で
「
カ
ー
ド

が
足
り
な
い
た
め
に
老
人
ク
ラ
ブ
の

行
事
に
参
加
し
な
い
」
、
「
今
ま
で
行

っ
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
回
数
を

減
ら
し
た
」
な
ど
、
高
齢
者
の
外
出

抑
制
に
な
っ
て
い
る
実
態
を
告
発
し

な
が
ら
、
追
加
購
入
や
夫
婦
間
の
共

同
利
用
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

市
は
、
今
年
度
中
に
一
万
人
を
対

象
に
実
態
調
査
を
行
な
う
と
し
ま
し

た
が
、
そ
の
結
果
を
待
た
ず
、
当
面

の
策
と
し
て
、
年
度
初
め
と
合
わ
せ

て
五
万
円
分
ま
で
の
追
加
購
入
を
認

め
る
べ
き
で
す
。

党
市
議
団
は
、
上
限
撤
廃
を
は
じ

め
と
し
た
改
善
要
求
の
実
現
に
向

け
、
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
幅
広
い
市
民

の
み
な
さ
ん
と
共
同
の
運
動
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

家
庭
ご
み
有
料
化
を
さ
せ
な
い

た
め
に

市
長
は
、
四
月
「
廃
棄
物
減
量
等

推
進
審
議
会
」
に
、「
家
庭
ご
み
の

処
理
費
用
に
つ
い
て
、
市
民
に
直
接

負
担
し
て
い
た
だ
く
新
た
な
制
度
を

そ
の
実
施
の
是
非
も
含
め
て
」
諮
問

し
ま
し
た
。
審
議
会
で
は
、「
家
庭

ご
み
有
料
化
検
討
部
会
」
を
作
り
検

討
し
て
い
ま
す
が
、「
有
料
化
だ
け

で
は
目
的
と
す
る
ご
み
減
量
に
は
つ

な
が
り
に
く
い
」
と
の
認
識
で
一
致

し
、
議
論
を
審
議
会
に
差
し
戻
し
ま

し
た
。

「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」で
は
、

来
年
一
〇
月
か
ら
有
料
化
し
平
年
度

ベ
ー
ス
で
五
六
億
円
の
市
民
負
担
増

を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、「（
審
議
会

の
）
答
申
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
議
論
が
流
動
的
で
あ
り
予
測
を

つ
け
に
く
い
」
と
答
弁
。
今
後
の
日

程
の
見
通
し
が
不
透
明
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
示
唆
し
ま
し
た
。
有
料
化

で
ご
み
は
減
ら
な
い
こ
と
や
拡
大
生

産
者
責
任
の
実
現
こ
そ
ご
み
問
題
の

根
本
的
解
決
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
つ
つ
、
来
年
一
〇
月
の
有
料
化

を
断
念
さ
せ
る
よ
う
市
民
運
動
と
の

連
携
を
一
層
強
め
て
い
き
ま
す
。

憲
法
第
九
条

市
長
の
政
治
姿
勢
と
し
て
、
憲
法

第
九
条
・
教
育
基
本
法
に
対
す
る
態

度
を
た
だ
し
ま
し
た
。
与
党
の
民
主

党
は
憲
法
改
悪
を
進
め
よ
う
と
し
て

い
ま
す
が
、
市
長
は
「
憲
法
第
九
条

は
、
わ
が
国
が
世
界
に
誇
る
べ
き
、

本
当
に
大
切
な
財
産
…
世
界
が
武
力

へ
の
傾
斜
を
強
め
て
い
く
状
況
の
中

で
、
ま
す
ま
す
そ
の
存
在
感
が
増
し

て
い
く
」、「
教
育
基
本
法
の
理
念

は
、
こ
れ
を
尊
重
し
て
い
く
べ
き
も

の
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
導
入
は

公
的
責
任
の
後
退

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
か
か
わ

る
議
案
四
十
件
は
公
の
施
設
の
管
理

を
、
公
募
に
よ
り
営
利
を
追
求
す
る

民
間
事
業
に
も
拡
大
す
る
た
め
の
条

例
「
改
正
」
で
あ
り
、
公
的
責
任
を

後
退
さ
せ
る
こ
と
か
ら
反
対
し
ま
し

た
。指

定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
い
、

委
託
料
が
減
額
さ
れ
運
営
が
困
難
に

な
る
と
し
て
委
託
を
返
上
す
る
事
業

も
生
じ
て
お
り
、
職
員
の
不
安
定
就

労
、
安
上
が
り
の
運
営
が
強
い
ら
れ

る
恐
れ
が
あ
り
、
容
認
で
き
な
い
と

表
明
し
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題

一
九
九
六
年
ま
で
、
市
内
で
ア
ス

ベ
ス
ト
を
含
有
し
た
製
品
が
製
造
販

売
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、
従

業
員
な
ら
び
に
住
民
の
健
康
調
査
を

求
め
ま
し
た
。１２

頁
へ
つ
づ
く
…
…

�
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１１
頁
か
ら
つ
づ
く
…
…

�

灯
油
価
格
の
高
騰

灯
油
価
格
の
大
変
な
高
騰
で
、
家

庭
で
は
一
冬
三
～
四
万
円
の
支
出
増

に
な
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
買
占

め
や
便
乗
値
上
げ
な
ど
へ
の
指
導
・

勧
告
、
低
所
得
者
層
を
対
象
に
し
た

福
祉
灯
油
制
度
の
実
施
、
石
油
元
売

大
手
へ
の
値
上
げ
抑
制
の
要
請
を
求

め
ま
し
た
。
市
長
は
「
価
格
の
安
定

に
向
け
た
努
力
を
す
る
」
と
約
束
し

ま
し
た
。

区
民
セ
ン
タ
ー
使
用
料
減
免

老
人
ク
ラ
ブ
や
町
内
会
な
ど
が
、

区
民
セ
ン
タ
ー
や
地
区
セ
ン
タ
ー
を

使
用
す
る
場
合
の
使
用
料
減
免
制
度

を
改
悪
し
、
一
〇
月
か
ら
半
額
負

担
、
来
年
四
月
か
ら
全
額
負
担
と
す

る
計
画
で
し
た
が
、
関
係
団
体
と
日

本
共
産
党
が
反
対
の
声
を
上
げ
、
公

共
性
の
高
い
団
体
に
つ
い
て
は
来
年

三
月
ま
で
無
料
を
続
け
、
そ
れ
以
後

に
つ
い
て
は
「
活
動
で
き
な
く
な
る

こ
と
の
な
い
よ
う
支
援
策
」
を
協
議

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

精
神
科
救
急
医
療

精
神
障
が
い
者
の
二
四
時
間
相
談

窓
口
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、
連
携

す
る
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
の
整
備
し

緊
急
時
対
応
の
ベ
ッ
ド
の
確
保
を
も

と
め
、
「
整
備
が
望
ま
し
い
も
の
と

認
識
」
と
の
答
弁
を
引
き
出
し
ま
し

た
。

学
校
の
耐
震
化
・
緊
急
時
対
応

老
朽
校
舎
が
多
い
問
題
で
は
、「
こ

れ
ま
で
の
ペ
ー
ス
で
改
築
・
耐
震
補

強
を
進
め
て
い
た
の
で
は
必
要
な
工

事
を
終
え
る
ま
で
に
一
〇
〇
年
以
上

か
か
る
」
と
追
及
し
、「
指
標
が
〇

・
三
未
満
の
（
耐
震
力
の
弱
い
）
学

校
を
優
先
さ
せ
る
」
と
答
弁
さ
せ
ま

し
た
。

ま
た
、
各
学
校
独
自
の
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、「
学

校
か
ら
保
護
者
に
連
絡
を
取
る
際
、

携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
機
能
や
フ
ァ
ッ

ク
ス
な
ど
併
用
し
た
連
絡
体
制
の
強

化
」
を
求
め
、
「
携
帯
電
話
の
メ
ー

ル
を
使
っ
た
連
絡
網
は
有
効
な
手

段
、
運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
た

い
」
と
い
う
前
向
き
な
答
弁
を
引
き

出
し
ま
し
た
。

幼
稚
園
リ
ス
ト
ラ
計
画

市
立
幼
稚
園
一
七
園
を
一
〇
園
に

縮
小
す
る
「
幼
児
教
育
振
興
計
画
」

は
、
市
民
世
論
に
反
し
て
お
り
縮
小

す
べ
き
で
な
い
と
、
追
及
し
ま
し

た
。

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の

女
性
料
金
制
度
は
存
続
を

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
が
、
今

な
お
残
っ
て
い
る
男
女
共
同
差
別
を

解
消
し
男
女
平
等
の
社
会
に
向
け
て

活
動
を
す
す
め
て
い
く
拠
点
の
施
設

で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
女
性
料
金

制
度
を
継
続
し
つ
つ
、
共
同
参
画
の

目
的
に
そ
っ
た
団
体
が
使
用
す
る
場

合
に
は
、
男
女
を
問
わ
ず
半
額
に
し

て
市
民
活
動
を
支
援
す
べ
き
と
主
張

し
ま
し
た
。

党
提
出
の
意
見
書
を
可
決

日
本
共
産
党
が
幹
事
長
会
議
に
提

出
し
た
「
季
節
労
働
者
の
冬
期
雇
用

援
護
制
度
に
関
す
る
意
見
書
」
と「
地

方
交
付
税
の
総
額
確
保
と
財
源
保
障

・
調
整
機
能
の
充
実
強
化
を
求
め
る

意
見
書
」、
日
本
共
産
党
と
民
主
党
、

公
明
党
が
案
文
を
調
整
の
う
え
共
同

提
出
し
た
「
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
求

め
る
意
見
書
」
は
、
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。

議
会
改
革

議
会
に
行
く
際
、
多
く
の
議
員
が

市
営
北
一
条
駐
車
場
を
利
用
し
て
い

ま
す
が
、
利
用
料
金
は
税
金
で
出
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
以

前
か
ら
利
用
を
自
粛
し
公
共
交
通
で

議
会
に
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

議
会
改
革
検
討
委
員
会
で
議
論
し
、

全
議
員
が
北
一
条
駐
車
場
の
無
料
利

用
を
自
粛
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

………………………………………市議団幹事長 宮川 潤10月議会をふり返って
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